
教師用
モンゴル帝国の拡大
１　モンゴル帝国の成立
    遼の滅亡（1125）　←  金と宋による
      →耶律大石、西遼（カラ＝キタイ）建国  →　遼挟撃のときの宋の違約より靖康の変（1126～27）が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おこる････金による開封占領＝徽宗・欽宗らを捕虜に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝宋（北宋）滅亡
                ↓
    金によるモンゴル人分散策
                ↓
    テムジンによるモンゴル部族統一
                ↓                    ナイマン
    テムジン、ナイマンを破る（1204）→西遼を奪う（1211）→　ナイマンがモンゴル軍に滅ぼされる（1218）
                ↓
    テムジン、クリルタイでチンギス＝ハンとして即位（1206）
２　拡大
(1)チンギス＝ハン
    ①  ナイマン征服（1218）
    ②  ホラズム征服（1220）→滅亡（1231）
    ③  ロシア侵入
    ④  西北インド（奴隷王朝時代）侵入
    ⑤  西夏征服（1227）
    ⑥  金への遠征途上で病死（1227）
(2)オゴタイ＝ハン
    ①  高麗侵入（1231）
    ②  金征服（1234）
    ③  カラコルムに都を定める（1235）
    ④  バトゥの西征（1236～42）
        →　ロシア侵入＝モスクワ・キエフ占領（1240）　→  東欧侵入＝ワールシュタットの戦い（1241）
        →　オゴタイ＝ハンの死で引き返す（サライに留まり、キプチャク＝ハン国建設）
(3)モンケ＝ハン
　　①　フラグの西征（1253～8）････西アジア（イラン～メソポタミア侵入）
    　　　　　　　　　　　　　　　　　  バグダード陥落　→　アッバース朝滅亡（1258）
    ②　フビライ、大理征服（1254）
    ③　高麗服属（1259）
３　分裂
  　チンギス＝ハン、諸子に領土を分け与える
　　　→　４ハン国の成立
  　　→　ハイドゥの乱（1266～1301）発生････フビライ＝ハンの即位（1260）ハン位をめぐる内乱
  　　→　元と４ハン国に完全に分裂
  (1)チャガタイ＝ハン国（1227～１４世紀後半）
     ①  オゴタイ＝ハン国を併合（1310）　
     ②　１４世紀内紛激化　→　東西分裂（1231）
                                 →　ティムール朝が西チャガタイ＝ハン国を奪う（1369）
  (2)キプチャク＝ハン国（1243～1502）：バトゥが南ロシアに建国
     ①　ビザンツ帝国・マムルーク朝と通交
     ②　ロシア諸侯を支配　→　“タタールのくびき”
         　　↓
     ③　モスクワ大公国（イヴァン３世）の自立（1480）で崩壊  →　滅亡（1502）
         　
  (3)イル＝ハン国（1258～1353）：イラン・イラク地方支配
     ①　初期：ネストリウス派キリスト教を保護  →　イスラム教徒を弾圧
         カザン＝ハン（位1295～1304）：イスラム教へ改宗、国教化
                                       ラシード＝ウッディーンを宰相に（1298）
                                 　        →『蒙古集史』の著者
     ②　１４世紀末：ティムール朝に併合される（1393）
４　フビライ=ハン時代
(1)元の成立　
   １２６０年　フビライ＝ハン（世祖）がハン位に就く
   １２６４年　大都（現在の北京）に遷都  ←　カラコルム（和林）
   １２７１年　国号を元とする  →　皇帝となる（位1271～94）
(2)拡大
   １２７９年　南宋を滅ぼす  →　中国全土の支配完成
   １２８７年　パガン朝（ミャンマー）を滅ぼす
   ①  属国　チベット・高麗
   ②　遠征  日本（元寇＝文永1274、弘安1281　→　鎌倉幕府滅亡の遠因）
             ヴェトナム（陳朝が撃退、３回）
             ミャンマー（パガン朝滅亡）
             ジャワ（撃退→マジャパヒト王国が興る）
             チャンパー（占城）
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